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６0億9，100万円
　令和２年度一般会計当初予算の歳入歳出の規模は、６０億９，１００万円で、前年度比

２億２，７００万円（3.9％）の増となっています。

　新規事業の主なものとして、高原町地域福祉計画策定業務、子育て世代包括支援事業、

高原町就職奨励金事業、ＳＷＣ（スマートウェルネスシティ）推進事業、高原町地域防災

計画改定業務、教師用教科書購入事業、土橋遺跡本調査事業、二葉並木線区画線などの道

路維持事業、祓川旭台線（祓川工区・旭台工区）の舗装打換工事などの道路補修事業、

狭野祓川線などの橋梁修繕事業、鹿児山団地５８−１棟屋上改修事業、社会資本整備総合

交付金事業並木旭台線歩道設置事業など５７事業が計上されています。

議案の概要議案の概要

令和２年度　一般会計予算

報告２件、承認１件、議案３０件、その他１件、発議１件
が提出され、審査しました。定例会

３月
令和２年３月４日～３月１７日

歳出総額
60億9千1百万円

予備費
4,000
0.1%

町税
758,647
12.5%

繰入金
731,505
12.0%

自主財源
1,895,713
31.1%

諸収入
134,800
2.2%

その他１
209,524
3.4%

地方譲与税
73,000
1.2%

分担金及び
負担金
61,237
1.0%

その他２
195,200
3.2%

人件費
1,164,079
19.1%

扶助費
897.937
14.7%

公債費
619,418
10.2%

物件費
934,449
15.3%

消費的経費
1,672,256
27.4%

補助費等
712,049
11.7%

投資的経費
977,232
16.0%

その他
760,078
12.5%

繰出金
581,203
9.5%

災害復旧事業費
35
0.0%

積立金
76,582
1.3%

投資及び出資・貸付金
98,293
1.6%

普通建設
事業費
977,197
16.0%

維持補修費
25,758
0.4%

義務的経費
2,681,434
44.0%

歳　入 歳　出

（単位：千円） （単位：千円）

地方交付税
2,260,000
37.1%

依存財源
4,195,287
68.9%

国庫支出金
603,583
9.9%

県支出金
492,280
8.1%

町債
571,224
9.4%

歳入総額
60億9千1百万円
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（１）「町民の誰もが住み続けながら、豊かさと幸せを実感できる町づくり」事業の着実な推進

　　①　農林畜産業、商工業の振興と雇用の創出

　　　◆　中山間地域等直接支払交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・４，８５８万７千円

　　　◆　農地中間管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８９万９千円

　　　◆　農業次世代人材投資事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７５万円

　　　◆　たかはる農業人「財」確保支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・３５３万１千円

　　　◆　たかはる園芸担い手応援サポート事業・・・・・・・・・・・・・・・・・３００万円

　　　◆　しいたけ等特用林産物生産基盤強化事業・・・・・・・・・・・・・・３９４万３千円

　　　◆　森林管理経営制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３００万円

  　　 ◆　高原町再造林支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５２万５千円

 　　  ◆　高原町和牛ブランド確立対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９５万円

         ◆　県営畑地帯総合整備事業　後川内１、２期地区・・・・・・・・・・・２，８４４万円

　　　◆　県営畑地帯総合整備事業　鹿児山１、２、３期地区・・・・・・・・・・・９４８万円

　　　◆　ふるさと納税特産品贈呈事業・・・・・・・・・・・・・・・・・１億５，０００万円

 　　  ◆　高原町就職奨励金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２０万円

　　

　　②　観光振興による交流人口の増

　　　◆　夏まつり事業・・・・・・３８０万円

　　　◆　日本発祥地まつり事業・・２２０万円

　　　◆　高原町観光パンフレット増刷事業

　　　　　・・・・・・・・・・１２５万３千円

　　　◆　高原町観光まちづくり御池魅力向上

　　　　　推進事業・・・・・・・・３００万円

　　

　　③　移住・定住の推進

　　　◆　都市圏ＰＲ事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８万３千円

　　　◆　地域おこし協力隊員設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２９万７千円

　　　◆　空き家バンク事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２９万６千円

　　　◆　移住・定住支援金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７００万１千円

　　　◆　定住促進住宅整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，２９０万円

　　　◆　みやざきひなた暮らしＵＩＪターン支援事業・・・・・・・・・・・・・・４２０万円

　　④　子育て支援

　　　◆　地域子育て支援拠点事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９６万７千円

　　　◆　一時預かり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５００万３千円

　　　◆　子育て世代包括支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７３万７千円

　　　◆　放課後児童健全育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，１１３万８千円

令和２年度 一般会計当初予算の重要施策の概要 ※主な事業のみ掲載

△皇子原公園現地調査
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　　   ◆　乳幼児医療費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，３６８万６千円

　　   ◆　子ども医療費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，０９６万３千円

　　   ◆　小・中学校給食費補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，３９９万４千円

　　⑤　高齢者支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　◆　敬老会事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７５万５千円

　　　◆　養護措置委託事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億１９０万円

　　　◆　老人クラブ活動事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４０万２千円

　　　◆　高齢者の生きがいと健康づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・３９７万１千円

　　　◆　緊急通報機器貸与事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６６万４千円

　　　◆　住宅高齢者転倒予防住宅改修費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・５０万円

　　　◆　在宅高齢者介護予防福祉用具購入費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・３０万円

　　⑥　地域交通の充実

　　　◆　地域交通機関運行維持対策事業（乗合タクシー、廃止路線代替バス、

　　　　　　　　　　　　バス停留所屋根設置事業）・・１，０７９万４千円　　　　　　　　　　　　　

　　

　　⑦　健康づくりと地域医療の充実

　　　◆　健康づくり推進活動事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８２８万５千円

　　　◆　健康増進事業（健康教育事業、健康診査事業、訪問指導事業）・・１，８７９万８千円　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　◆　予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，０２６万７千円

　　　◆　妊産婦健康診査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０４万３千円

　　　◆　病院整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億３４５万１千円

　　　◆　ＳＷＣ（スマートウェルネスシティ）推進事業・・・・・・・・・・・・・・６８万円

（２）老朽化公共施設等の更新等の推進

　　　◆　鹿児山団地５８－１棟屋上改修事業・・・・・・・・・・・・・・・・４５２万２千円

　　　◆　社会体育施設改修事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３００万円

　　　◆　狭野保育所大ホール床張替事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２４万９千円

　　　◆　旧高原中学校体育館内バスケットゴール撤去事業・・・・・・・・・・・・・４４万円

（３）行財政改革推進事業

　　①　収納対策事業

　　　◆　コンビニエンスストア収納業務事業・・・・・・・・・・・・・・・・・６９万３千円

　　　◆　収納率向上対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２１万４千円

　　②　財政負担の縮減・合理化事業

　　　◆　町内小中学校用務員業務委託事業・・・・・・・・・・・・・・・・・６０４万１千円

　　　◆　学校給食調理場業務委託事業・・・・・・・・・・・・・・・・・３，７４３万４千円
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【主な新規事業】

　　　◆　農業水利施設危険管理対策事業並木地区・・・・・・・・・・・・・・・・３００万円

　　　◆　上後川内多目的集会施設改修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・２２６万３千円

　　　◆　高原町地域防災計画改定業務・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８２３万９千円

　　　◆　道路排水事業　上町霧島団地線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６０万円

　　　◆　道路補修　並木旭台線旭台工区（舗装打換工事）・・・・・・・・・・・・・・１億円

　　　◆　道路補修　祓川旭台線祓川工区・旭台工区（舗装打換工事）・・・・・５，６００万円

　　　◆　道路補修　花堂佐土線佐土工区（舗装打換工事）・・・・・・・・・・３，０００万円

　　　◆　社会資本整備総合交付金事業並木旭台線歩道設置事業・・・・・・５，０５１万７千円

区　　　　分
令和２年度当初予算

（Ａ）
平成31年度当初予算

（Ｂ） 増　減　額
（Ａ）−（Ｂ）

比　　　　較
増減率
（％）

一　　　般　　　会　　　計

国    民    健    康    保    険

農  業  集  落  排  水  事  業

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

介 護 保 険 事 業
保   険   勘   定

サ ー ビ ス 勘 定

後  期  高  齢  者  医  療

病 　 院 　 事 　 業   会 　 計

水 　 道 　 事 　 業 　 会 　 計

工  業  用  水  道  事  業  会  計

総　　　　計

６，０９１，０００ ２２７，０００ ３．９

８５２ △３００ △２６．０

２７，２６９ ３７０ １．４

１，５２２，４９３ △７４，３７９ △４．７

１，３３２，２０４ １４，４９２ １．１

５，４６４ ６６６ １３．９

３１２，０５２ ２，７６３ ０．９

３０４，７１５ △４，２７５ △１．４

１，１１９，０８２

１０，７１７，１９４ １５０，４７５

△１５，８２９ △１．４

１．４

２，０６３

５，８６４，０００

１，１５２

２６，８９９

１，５９６，８７２

１，３１７，７１２

４，７９８

３０９，２８９

３０８，９９０

１，１３４，９１１

１０，５６６，７１９

２，０９６ △３３ △１．６

特   

別   

会   

計

企
業
会
計

※企業会計については、収益的支出及び資本的支出の合計額 （単位：千円）

△上後川内多目的集会施設△並木地区農業水利施設

△上町霧島団地線道路排水 △並木旭台線



ここが聞きたい　　　問＆答
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○
地
域
防
災
計
画

問　
自
主
防
災
組
織
の
強
化

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

答　
防
災
力
強
化
研
修
で
は
、

11
会
場
１
６
２
名
の
参
加
を

頂
い
た
。
町
内
に
は
各
自
治

公
民
館
を
中
心
に
20
組
の
自

主
防
災
組
織
が
あ
る
。
今
後

は
、
防
災
士
等
の
リ
ー
ダ
育

成
も
図
り
な
が
ら
、
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。

一   

問

質

般

町
の
考
え
を
問
う

防
災
に
強
い
町
へ
！

防
災
に
強
い
町
へ
！

福澤　卓志議員
ふくざわ　　 たくじ

問　
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。 

答　
名
簿
の
作
成
は
出
来
て

い
る
が
、
名
簿
提
供
に
は
同

意
が
必
要
と
な
る
。
今
後
は
、

同
意
を
得
な
が
ら
、
個
別
に

具
体
的
な
避
難
計
画
を
作
成

し
て
い
く
。

問　
自
治
会
未
加
入
世
帯
に

対
し
て
も
防
災
、
情
報
等
提

供
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。 

答　
防
災
行
政
無
線
や
高
原

町
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
あ

ら
ゆ
る
手
段
で
情
報
の
伝
達

を
図
っ
て
い
る
が
、
個
別
に

送
付
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
自
治
会
の
加
入
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

問　
小
規
模
で
も
防
災
訓
練

・
避
難
訓
練
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
。

答　
被
害
を
最
小
限
度
に
止

め
る
た
め
に
も
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
も
活
用
し
て
訓
練

を
実
施
し
て
い
く
。

○
高
原
町
未
来
財
産

問　
子
ど
も
貧
困
対
策
に
関

す
る
予
算
を
計
上
さ
れ
て
い

た
が
、
現
在
の
状
況
と
今
後

の
計
画
は
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
が
終

了
し
、
集
計
及
び
分
析
作
業

中
で
あ
る
。
今
後
は
、
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
づ
く
り

や
保
護
者
及
び
子
ど
も
の
健

康
・
生
活
支
援
、
学
び
の
支

援
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
特
別
支
援
児
童
の
学
習

環
境
に
つ
い
て
は
、
幼
年
期

か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
も
含
め
、
児

童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
の

配
置
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

答　
現
在
、
教
育
相
談
員
に

よ
る
個
別
の
相
談
等
も
行
っ

て
お
り
、
新
た
に
相
談
員
を

１
名
増
員
し
て
支
援
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
行

く
。
今
後
、
児
童
発
達
支
援

管
理
責
任
者
の
配
置
の
検
証

も
含
め
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

つ
い
て
も
協
議
し
て
行
く
。

問　
各
小
学
校
区
に
学
童
保

育
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。 

答　
現
在
、
広
原
校
区
及
び

後
川
内
校
区
以
外
の
４
施
設

１
１
１
名
の
児
童
が
利
用
し

て
い
る
。
今
後
も
協
議
し
て

い
く
。

問　
高
原
町
に
も
隣
の
市
の

よ
う
に
「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

答　
本
町
で
は
、
行
政
区
や

自
治
公
民
館
が
中
心
と
な
っ

て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
行

政
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

問　
中
学
校
に
つ
い
て
は
統

合
し
、
交
通
支
援
策
な
ど
も

含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

答　
今
後
、
学
校
の
あ
り
方

検
討
員
会
の
中
で
協
議
さ
れ

て
い
く
。
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ここが聞きたい　　　問＆答

地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

○
農
業
振
興
政
策

問　
地
場
産
業
を
振
興
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
政
策
を

進
め
て
い
く
の
か
。

答　
耕
種
部
門
で
は
、
経
営

所
得
安
定
対
策
事
業
、
園
芸

担
い
手
農
家
の
機
械
導
入
や

施
設
整
備
を
支
援
す
る
園
芸

担
い
手
応
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
、

施
設
園
芸
を
支
援
す
る
活
か

せ「
生
農
地（
い
の
ち
）の
水
」

園
芸
作
物
支
援
事
業
に
取
組

ん
で
い
く
。
畜
産
分
野
で
は
、

繁
殖
雌
牛
郡
整
備
の
た
め
の

和
牛
ブ
ラ
ン
ド
確
立
対
策
事 末永　　充議員

すえなが　        みつる

業
、
高
能
力
優
良
乳
用
牛

造
成
支
援
事
業
、
家
畜
防

疫
事
業
、
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
で
給
付
金
を

交
付
し
て
い
く
。

○
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ「
特
Ａ
」

問　
本
町
で
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

「
特
Ａ
」
取
得
対
策
は
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
霧
島
地
区
の
自
治
体
と

し
て
、
良
質
な
土
づ
く
り
、

き
め
細
や
か
な
水
管
理
、
適

期
で
の
防
除
な
ど
の
基
本
的

な
取
組
を
再
認
識
い
た
だ
き
、

身
近
に
あ
る
先
進
事
例
か
ら

学
び
、
後
に
続
け
る
よ
う
に

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
組

ん
で
い
く
。

○
道
の
駅

問　
防
災
拠
点
施
設
と
し
て

「
道
の
駅
」
を
整
備
し
て
い

く
考
え
は
。

答　
現
在
の
財
政
状
況
は
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
減
少
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

○
陳
情
書

問　
「
高
原
に
道
の
駅
を
作

る
会
」
よ
り
４
，
６
２
８
名

の
署
名
が
集
ま
り
陳
情
書
が

提
出
さ
れ
た
。

答　
真
摯
に
重
く
受
け
止
め

る
。

○
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策

定問　
高
原
町
に
お
け
る
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
策
定
方
針

の
考
え
方
に
つ
い
て
。

答　
国
は
、
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

る
補
助
金
・
交
付
金
事
業
に

対
し
予
算
の
重
点
化
が
図
ら

れ
、
更
に
は
要
件
配
分
も
検

討
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急

に
策
定
し
各
種
事
業
を
中
心

に
地
域
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
く
。

△施設園芸用温風暖房機

第61回宮崎県畜産共進会優等賞牛
（上後川内地区 入木真一さん家族と…）

※和牛ブランド事業対象牛

優等賞



ここが聞きたい　　　問＆答

議会だより 8

問　
「
過
労
死
が
増
え
る
」

な
ど
反
対
の
声
を
押
し
切
っ

て
、
安
倍
政
権
は
公
立
学
校

の
教
職
員
に
「
１
年
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制
」
を
強
行

成
立
さ
せ
た
。
教
職
員
の
長

時
間
労
働
を
解
決
す
る
に
は

教
職
員
を
増
や
す
こ
と
と
不

要
不
急
の
業
務
の
大
幅
削
減

だ
。
教
育
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

答　
制
度
を
導
入
し
て
も
教

職
員
の
勤
務
時
間
を
縮
減
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
導
入

教
職
員
の
変
形
労
働
時
間
制
導
入
し
な
い
で

教
職
員
の
変
形
労
働
時
間
制
導
入
し
な
い
で

中村　　昇議員
なかむら　　   のぼる

に
つ
い
て
は
白
紙
で
あ
る
。

問　
教
職
員
た
ち
の
勤
務
実

態
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
か
。

答　
個
人
の
自
主
申
告
。
今

後
は
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
導
入
に
よ
り
客
観

的
に
把
握
す
る
。

問　
学
校
現
場
か
ら
虚
偽
報

告
が
あ
る
と
告
発
も
あ
る
が
。

答
　
虚
偽
報
告
は
な
い
と
考

え
る
。

問　
月
45
時
間
、
年
間
３
６

０
時
間
以
内
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
の
方
針
は
。

答　
対
応
を
協
議
し
て
い
る
。

問　
精
神
疾
患
で
休
職
す
る

教
員
は
２
０
１
８
年
度
で

５
’
２
１
２
人
。
先
生
た
ち

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
な

さ
れ
て
い
る
か
。

答　
50
人
以
上
の
職
場
が
義

務
と
い
う
こ
と
で
、
該
当
し

な
い
た
め
実
施
し
て
い
な
い
。

今
後
、
検
討
す
る
。

○
学
校
事
務
用
品

問　
通
販
な
ど
か
ら
購
入
せ

ず
、
地
元
か
ら
購
入
を
。

答
　
紙
は
95
％
が
町
内
業
者
。

町
内
業
者
か
ら
調
達
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
各
学
校

に
周
知
徹
底
す
る
。

◯
福
祉
行
政

問　
認
定
こ
ど
も
園
の
定
数

減
に
伴
う
待
機
児
童
の
対
応

は
。

答
　
定
員
を
70
名
か
ら
35
名

に
減
員
し
、
そ
の
分
は
他
の

保
育
施
設
へ
の
入
所
調
整
を

は
か
っ
た
。

問　
病
後
児
保
育
は
ど
う
な

る
か
。

答
　
交
付
金
の
対
象
に
な
ら

な
い
た
め
、
町
単
独
事
業
で

応
募
の
あ
っ
た
事
業
者
で
実

施
す
る
。

問　
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の

再
開
を
。

答　
利
用
者
が
少
な
く
、
人

員
や
入
浴
車
の
維
持
が
困
難

に
な
り
、
事
業
中
止
に
な
っ

た
。

○
防
災
対
策

問　
防
災
拠
点
庁
舎
の
非
常

用
電
源
は
県
内
で
は
本
町
の

み
が
未
設
置
。
停
電
時
に
業

務
継
続
を
は
か
る
う
え
で
も

設
置
を
。

答
　
新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
る

ま
で
の
間
に
庁
舎
が
被
災
し

た
場
合
、
災
害
対
策
本
部
を

ほ
ほ
え
み
館
に
設
置
す
る
こ

と
か
ら
ほ
ほ
え
み
館
に
非
常

用
電
源
を
早
急
に
整
備
す
る
。
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ここが聞きたい　　　問＆答

町
長
の
政
治
姿
勢

町
長
の
政
治
姿
勢

○
町
づ
く
り
の
考
え
方

問　
若
者
流
出
防
止
と
産
業

の
活
性
化
及
び
雇
用
創
出
は
。

答　
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団

地
へ
の
企
業
立
地
の
推
進
、

農
畜
産
業
の
振
興
、
高
原
町

就
職
奨
励
金
事
業
を
開
始
し

本
町
企
業
へ
の
就
職
の
後
押

し
を
行
い
、
定
住
の
推
進
を

図
る
。
ま
た
、
豊
か
な
資
源

を
活
用
し
観
光
客
増
加
に
つ

な
げ
、
新
た
な
雇
用
を
創
出

す
る
。

前原　淳一議員
まえはら     じゅんいち

◯
公
約

問　
高
原
創
生
を
唱
っ
て
い

る
が
高
原
を
ど
こ
に
導
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
、
町
長
の

設
計
図
が
見
え
て
こ
な
い
。

答　
事
業
を
着
実
に
継
続
す

る
も
の
は
継
続
し
、
新
し
い

も
の
を
取
り
入
れ
な
が
ら
信

念
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
。

○
町
民
の
声

問　
今
の
ま
ま
何
も
し
な
い

と
高
原
が
だ
め
に
な
る
。

答　
町
民
の
反
応
は
真
摯
に

受
け
入
れ
町
政
運
営
に
当
た

る
。

○
決
断

問　
庁
舎
は
震
度
６
で
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

職
員
が
犠
牲
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

答　
公
共
施
設
の
配
置
等
を

考
え
な
が
ら
優
先
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

○
発
想
力

問　
小
さ
い
こ
と
で
も
自
分

の
考
え
を
高
妻
カ
ラ
ー
と
し

て
打
ち
出
す
べ
き
。

答　
勉
強
し
な
が
ら
紹
介
事

例
を
参
考
に
す
る
。

問　
若
い
職
員
の
発
想
に

「
予
算
を
つ
け
る
か
ら
や
っ

て
み
ろ
！
」
責
任
は
自
分
が

と
る
位
の
度
量
が
あ
っ
て
も

よ
い
の
で
は
。

答　
若
い
職
員
の
中
に
は
独

創
的
な
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
職

員
も
い
る
。
今
後
の
参
考
に

す
る
。

○
町
立
病
院

問　
患
者
減
少
の
原
因
、
確

信
に
つ
い
て
意
見
す
る
委
員

が
必
要
な
の
で
は
。

答　
原
因
分
析
は
し
て
い
る
。

個
別
の
案
件
に
も
対
応
す
る

こ
と
で
信
頼
回
復
を
し
て
い

く
。

○
道
の
駅
建
設

問　
多
く
の
町
民
が
望
む
の

で
あ
れ
ば
や
ぶ
さ
か
で
は
な

い
が
、
道
の
駅
が
公
共
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
根
拠
は
な
い
。

答　
本
町
の
財
政
状
況
や
今

後
の
推
移
を
鑑
み
た
と
き
、

現
時
点
で
は
整
備
は
出
来
な

い
。

○
町
内
の
危
険
箇
所

問　
道
路
、
河
川
、
水
路
等

危
険
箇
所
の
改
善
は
。

答　
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
上

で
点
検
や
対
策
内
容
に
つ
い

て
は
、
対
策
一
覧
表
を
作
成

し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
る
。

問　
夜
間
に
お
け
る
調
査
は
。

答　
特
に
雨
の
夜
な
ど
危
険

な
状
態
も
あ
る
。
一
丸
と
な

っ
て
危
険
箇
所
の
把
握
に
努

め
る
。

問　
い
つ
ま
で
に
修
繕
す
る

と
い
う
町
民
と
の
約
束
に
つ

い
て
は
。

答　
あ
る
程
度
の
目
安
は
明

示
し
て
い
る
。
今
後
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
出
し
方
を
検
討
す

る
。

△要望が出された道の駅候補地

停止線のない交差点



ここが聞きたい　　　問＆答

議会だより 10

問　
施
設
改
修
、
更
新
の
実

績
は
。

答　
町
内
各
小
・
中
学
校
体

育
館
他
の
改
修
費
用
に
３
年

間
で
１
億
７
’
２
７
０
万
円
。

問　
庁
舎
新
築
へ
の
取
組
は
。

答　
令
和
２
年
に
公
共
施
設

検
討
委
員
会
で
検
討
後
外
部

の
有
識
者
や
住
民
の
代
表
者

で
構
成
の
公
共
施
設
等
整
備

検
討
委
員
会
へ
諮
問
予
定
。

問　
本
町
の
公
共
施
設
等
の

計
画
が
実
現
に
至
ら
な
か
っ

た
要
因
は
。

答　
厳
し
い
財
政
状
況
が
あ

っ
た
が
後
世
へ
過
度
の
負
担

が
か
か
ら
な
い
在
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

○
高
原
町
財
政

問　
財
政
確
保
に
向
け
た
現

状
は
。

答　
本
町
の
自
主
財
源
は
約

19
億
程
度
で
あ
り
、
当
初
予

算
の
33
％
の
割
合
で
あ
り
、

地
方
交
付
税
を
含
む
依
存
財

源
に
頼
っ
て
い
る
。
自
主
財

源
増
へ
向
け
た
町
税
や
寄
附

金
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

問　
国
・
県
の
予
算
情
報
察

知
は
。

答　
国
・
県
と
情
報
や
連
絡

を
密
に
し
な
が
ら
事
業
導
入

へ
取
り
組
む
。

問　
納
税
者
に
対
す
る
啓
発

は
。

答　
町
税
は
約
７
億
円
で
あ

り
、
適
正
課
税
と
収
納
率
向

上
を
目
指
す
。
ま
た
、
毎
年

○
高
原
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画

問　
計
画
概
要
の
推
移
は
。

答　
平
成
29
年
３
月
に
副
町

長
を
ト
ッ
プ
と
し
て
、
各
課

長
級
職
員
で
構
成
。
施
設
保

有
総
量
の
縮
小
、
更
新
負
担

軽
減
を
計
る
。

問　
推
進
体
制
の
構
築
は
。

答　
施
設
管
理
の
進
捗
状
況

把
握
と
計
画
の
改
善
を
進
め
、

公
共
施
設
の
情
報
を
共
有
一

元
化
、
定
期
的
な
評
価
と
改

善
を
実
施
す
る
。

公
平・公
正
で
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を

公
平・公
正
で
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を

温水　宜昭議員
ぬくみず　   よしあき

広
報
誌
の
掲
載
や
区
長
会
等

を
通
し
た
チ
ラ
シ
回
覧
を
実

施
し
、
口
座
振
替
の
推
進
や

コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
納
税
環
境

を
整
備
し
て
い
る
。

問　
町
全
体
の
債
権
と
対
策

は
。

答　
未
収
金
の
９
割
が
町
税
、

国
保
税
、
診
療
費
で
あ
る
。

徴
収
猶
予
や
分
納
誓
約
等
の

納
税
相
談
の
実
施
等
徴
収
対

策
を
実
施
し
、
収
納
環
境
を

整
え
滞
納
抑
止
に
つ
な
げ
る
。

問　
債
権
管
理
条
例
の
制
定

は
。

答　
県
内
９
自
治
体
が
債
権

管
理
条
例
を
制
定
。
一
元
管

理
に
つ
い
て
は
、
近
隣
自
治

体
を
検
証
し
、
今
後
も
納
税

義
務
者
の
公
平
・
公
正
化
に

努
め
て
い
く
。

高原町役場
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ここが聞きたい　　　問＆答

飲
食
や
買
い
物
は
町
内
で

飲
食
や
買
い
物
は
町
内
で
！

陣　　圭介議員
じん　　　 けいすけ

○
教
育
・
保
育
施
設
支
援

問
　
幼
保
無
償
化
に
伴
い
施

設
に
新
た
に
求
め
た
事
務
に

つ
き
、
事
務
負
担
軽
減
は
で

き
な
い
か
。

答
　
副
食
費
の
徴
収
に
関
す

る
事
務
に
つ
き
、
軽
減
が
図

ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

問
　
各
施
設
へ
の
支
援
は
。

答
　
行
政
主
導
に
よ
る
保
育

会
の
開
催
、
人
材
確
保
・
育

成
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

○
病
院
の
人
件
費

問
　
医
師
以
外
の
医
療
技
術

職
員
に
つ
い
て
、
給
料
表
が

一
般
職
職
員
と
同
一
で
あ
る

理
由
は
。

答
　
労
使
交
渉
に
お
い
て
決

定
し
た
結
果
で
あ
る
。

問
　
一
般
職
職
員
と
同
じ
職

級
を
適
用
す
る
の
は
無
理
が

あ
る
。
見
直
す
べ
き
で
は
。

答
　
あ
ら
ゆ
る
面
で
改
革
を

す
す
め
て
い
る
が
、
経
営
の

立
て
直
し
が
大
き
な
目
的
。

指
摘
の
点
に
つ
い
て
も
検
討

の
中
に
加
え
る
。

問
　
人
員
配
置
に
つ
き
、
任

用
当
初
か
ら
正
規
職
員
と
す

る
理
由
は
。

答
　
医
師
も
含
め
、
慢
性
的

に
確
保
が
困
難
な
状
況
。
経

営
に
人
件
費
が
与
え
る
影
響

も
勘
案
し
、
院
長
の
意
向
も

聞
き
な
が
ら
、
採
用
は
考
え

て
い
く
。

○
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
　
予
防
接
種
法
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
上
で
、
自
治
体
の

義
務
で
あ
る
接
種
勧
奨
を
実

施
す
べ
き
。
独
自
の
通
知
に

つ
い
て
考
え
は
。

答
　
他
自
治
体
の
取
組
を
参

考
に
、
本
町
で
も
独
自
の
通

知
を
行
う
。
併
せ
て
検
診
も

勧
奨
す
る
。

○
報
酬
見
直
し

問
　
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬

等
に
つ
き
、
全
体
的
に
そ
の

額
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

る
。
ま
た
、
町
民
へ
の
町
内

で
の
消
費
の
喚
起
に
つ
き
、

商
工
会
を
支

援
す
る
。

答
　
近
隣
自
治
体
と
不
均
衡

が
生
じ
な
い
よ
う
、
適
正
に

改
め
る
よ
う
努
め
る
。

○
商
工
業
支
援

問
　
我
々
は
、
例
え
ば
町
内

で
飲
食
や
買
い
物
す
る
等
の

お
手
伝
い
は
で
き
る
。
強
制

に
な
ら
な
い
程
度
に
町
長
か

ら
も
呼
び
か
け
て
は
。

答
　
職
員
に
呼
び
か
け
る
こ

と
は
可
能
。
飲
食
店
で
お
客

さ
ん
が
減
っ
て
い
る
情
報
等

も
職
員
間
で
話
は
す
る
。

（
意
見
）
流
感
等
の
際
は
実

態
の
正
し
い
認
識
が
重
要
。

で
き
る
だ
け
普
段
通
り
の
生

活
が
送
れ
る
よ
う
伝
え
る
べ

き
。

問
　
商
工
業
支
援
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
は
。

答
　
若
い
人
た
ち
が
伸
び
る

よ
う
な
支
援
の
仕
方
を
考
え

商店街
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令和２年　第１回定例会議議決結果

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

報告第１号

報告第２号

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に
ついて

-----------

-----------

-○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○承認

議案番号 件　　　　　　名
議決

結果

⑧
福
澤
卓
志

③
前
原
淳
一

⑥
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

⑤
反
田
吉
已

①
末
永
　
充

②
陣   

圭
介

⑨
松
元
茂
春

⑦
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

専決処分について（専決第６号）損害賠償の額を定めるこ
とについて

承認第１号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第２号
令和元年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予
算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第３号 令和元年度高原町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第４号 令和元年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第５号 令和元年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第８号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議案第11号 高原町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

議案第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決令和元年度高原町病院事業会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決高原町手数料条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第22号 令和２年度高原町国民健康保険特別会計予算

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第23号 令和２年度高原町介護保険事業特別会計予算

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第24号

議案第25号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

発議第１号

令和２年度高原町後期高齢者医療特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

議案第17号

令和２年度高原町水道事業会計予算

議案第18号

議案第26号 ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ -可決令和２年度高原町病院事業会計予算

● ○ ○ ● ● ● ● ○ ● -否決

議案第19号

議案第２６号　令和２年度高原町病院事業会計予算に対す
る修正動議

議案第27号 令和２年度高原町工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

議案第20号 令和２年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -許可

議案第21号

損害賠償の額を定めることについての撤回について

損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ -可決

議案第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決高原町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第７号 課設置条例等の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第９号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第14号 高原町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第12号 高原町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第13号 高原町児童館の設置及び管理に関する条例を廃止する条例

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第15号 高原町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第16号 高原町介護保険条例の一部を改正する条例

議案第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決令和元年度高原町一般会計補正予算（第６号）

町道の認定について

令和２年度高原町一般会計予算

令和２年度高原町農業集落排水事業特別会計予算

令和元年度高原町一般会計補正予算（第７号）

新型コロナウイルス感染症対策の強化等を求める意見書（案）
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※議会への提言・疑問・質問・議会だよりの

　感想等、ご自由にお書きください。

新型コロナウイルス感染症対策の強化等を求める意見書

　中国で発生した新型コロナウイルスによる感染症は、世界各地に拡大し、多くの感染者や死者が発生して

おります。また、日本国内におきましても、現在も全国各地での報告が行われ、終息が見通せない状況であ

ります。          

　このような中、政府からはスポーツや文化イベントの自粛や学校の一斉休校といった要請が行われ、国民

生活が一変しております。また、根拠のない情報や風評により、医療物資が供給されない状況が続いている

ほか、観光関連産業や飲食業、農林水産業など、地域経済への影響は計り知れないものとなっております。

　このような状況にあっては、国と地方自治体が一体となって迅速かつ適切な対策を講じていく必要があり

ますが、今後の感染拡大を防止し、国民の生命と健康、生活を守るためには、まず、国において教育や経済

などあらゆる分野への十分な支援や財政措置が極めて重要であると考えます。

　よって、国に対し、対策強化等を求める意見を提出しました。

総務経済常任委員会
◎調査期日 ／ 令和２年２月１７日（月）

◎調査事項 ／ たかはる温泉郷旅館組合の活動方針や取り組み等について

（１）指定管理者の観光振興の考え方とその取り組みについて・・・自然豊かな皇子原と御池でイベントを

         行うことによって、地域の活性化を図りたい。宿泊等の環境を整えることによって、高原町の魅力を

　　　発信していける。取り組みとしては、皇子原コテージ、テントを利用してもらい、温泉に入ってもら

　　　う。組合のイベントとしては、町民向けにいいふろの日（１１月２６日）がある。奥霧島の秘湯とし

　　　て、温泉組合で売り込んでいく。          

（２）皇子原公園の事故防止とその対策について・・・安全対策を講じながら運営していきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）ヒガンバナまつりについて・・・イベントは行っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）遊具施設の状況について・・・遊具の撤去は国の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基準に沿って実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）御池観光構想について（計画等）・・・建物３か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所については、進入路の整備が終わってからと考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えている。キャンプブームで利用者は１．５倍ある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が、コテージは逆に利用者が減っている。学校行

                                                                              事は減っているので、今後は営業に力を入れてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）レストハウス・・・スポーツ少年団の宿泊に利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して、朝食等の提供もしている。バンガローの施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設状況について、構造上の苦情はある（ロフトの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階段）。利用する棟を残していく検討をしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７）その他・・・集客に関して、エクスペリア（大手

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旅行会社）を利用する（インバウンド対策）。ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この施設にも木が多いので徐々に切っていく。皇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子原公園で、キャンプのイベントが出来る様に企

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画している。ゴーカートは渓流釣り場と同じくら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いに人気が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるので、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整備しなが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら維持して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきたい。          

高原町を見つめる　委員会所管事務調査
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　平成３１年３月の定例会にて「高原町健康づくり推進条例」
が制定されました。
　町民が健康であることが、まちづくりの基本です。 

づくり推進!
いつまでも たのしく みんなで健康に
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／
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料金受取人払郵便

都城郵便局
承　認

差出有効期間
令和３年９月
３０日まで

（切手不要）
（受取人）

574

8 8 9 4 4 9 0

郵  便  は  が  き

高原町大字西麓８９９番地

高原町役場　議会事務局
議会だより編集委員会　行

切り取り線

ご氏名

ふりがな

お電話

ご住所

※匿名を希望される場合はご記入ください。

（〒　　　  −　    　　　）

　会員３５名で最高齢９１歳〜６４歳、平均年齢７７.４歳のメンバーで、毎週日曜日の午後１

時から広原小学校の運動場で練習をされており、この日は月１回の大会で２０名の皆さんが集

まり、和気あいあいの中で大会が行われました。中央は今月優勝された江田支征さんです。

　昨年は、宮崎県大会でクラブメンバーの斉藤壽美江さんが優勝され、県代表として令和元年

１１月９日に行われた全国大会“紀ノ國和歌山ねんりんピック”に参加されました。

　又、今年１月２３日・２４日に宮崎県運動公園で開催された、神話の里グランドゴルフ大会

で、夫の重盛さんがパートで優勝されました。他の皆さんもそれぞれの大会で優勝経験をされ

　　　　　　　　た方も多数おられて、大変元気な活気のある皆さんでした。

はじめよう、まずは体を動かすことから…
広原グラウンドゴルフクラブの皆さん

◇
令
和
初
と
な
る
新
議
会
体
制
も
、
今
回
で
５
回
の
議

会
審
議
を
終
え
１
年
目
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
町
民

皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
議
員
一
丸
と
な
り
、
山
積

す
る
課
題
と
向
き
合
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
高
原
町
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
◇
議
会
だ
よ
り
で
は
、
タ
イ
ト
ル

を
変
更
し
た
り
、
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
た
り
と
慣
れ

な
い
中
で
の
作
成
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
取
り
組
み

と
し
て
、
広
く
意
見
を
頂
け
る
よ
う
に
投
書
可
能
な
形

で
、
議
会
へ
の
提
言
・
疑
問
・
質
問
等
議
会
だ
よ
り
の

感
想
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
◇
Ｓ
Ｄ
Ｇ
S（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
取
組

目
標
と
し
て
国
連
で
採
択
さ
れ
現
在
多
く
の
機
関
で
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
S

は
、
17
の
ゴ

ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
身
近
な
生

活
か
ら
取
り
入
れ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
事
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

                                           

（
福
澤　

卓
志
）
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